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【はじめに】 

 ２月も終わり、厳しい寒さの中に、春の兆しが見えてきました。もうこの春学期も

半分が過ぎ、私の留学生活も残すところあと２ヶ月となってしまいました。この２月

の報告書では、先月の報告書で紹介した CLUBHOUSEについて詳しく報告してい

きたいと思います。それに加えて、地域の小学校で行っているボランティア活動につ

いても紹介していきます。 

 

【CLUBHOUSE】 

 CLUBHOUSE とは、先月も紹介したように、

リーディング（アメリカでのいわゆる国語）につ

まずいているアメリカ人の小学生を大学に呼ん

で、週に１回 90分のリーディングチューターを

するという授業です。毎週指導案を書いて、実際

に教えています。１月に１回目の顔合わせがあっ

て、２月には４回の授業を行いました。 

 １回目の授業では、内容理解のための授業を行

いました。私が絵本を読んで、子どもたちに、そ

の内容にそった絵を描かせるという授業でした。 

 日本人の私がアメリカ人の小学生に教えるの

は本当に大変です。まず、絵本はもちろんちゃん

とした英語で読まなければなりません。発音が正

しいだけではなく、感情を込めてよんだり、スム

ーズによんだりという部分にも注意を払って読

む必要がありました。なので、授業が始まる前に、

何回も繰り返して絵本を読む練習をしました。ア

メリカ人の友達に聞いてもらって、発音や読み方

を直してもらいました。 

 さらに、相手は小学生ですから、集中力が途切

れたり、行儀が悪くなったりします。それに対し



て、英語で注意をして、授業に集中させるのは、アメ

リカで教育を受けた経験が乏しい私には大変です。他

の先生の注意の仕方や CLUBHOUSEを取り仕切る教

授の言っていることを聞きながら、どのように授業を

進めていくかを学んでいます。 

 あと５回の授業が残っています。ネイティブの子ど

もたちに英語を教えるという経験はなかなかできるも

のではないので、１回１回いろいろなことを学びなが

ら、楽しんで教えていきたいと思います。 

 

【小学校でのボランティア】 

 前の学期も、毎週小学校を訪問して幼稚園生と１年

生の手助けをするというボランティアしていましたが、

今学期は、より本格的で実践的なボランティアをさせ

ていただけることになりました。アメリカの時間には

Choice Timeといって、自分の好きな学習を個人でし

たり、小さいグループで活動をしたりする時間があり

ます。その時間に 20分のレッスンを３回、３人から４

人の小さいグループに向けて行っています。今、この

小学校では、７人の小学１年生、３人の幼稚園生を見

ています。基本的には、私が絵本を読んで、子どもた

ちがその本の内容を理解できる手助けになるようなレ

ッスンをしています。 

 例えば子どもたちは、絵本の内容を時系列に沿って、

絵や文で表したりします。これによって、子どもたち

が長い文章を理解できるようになっていきます。 

 

【まとめ】 

 今月の報告書は、私が行っている教育的活動の報告になってしまいましたが、これ

が私の生活のほとんどを占めています。火曜日は小学校で 20分×３のミニレッスン、

木曜日は大学で 90分のリーディングチューター、さらに、今回の報告書には載せま

せんでしたが、月曜日と水曜日には、60分ずつ、小学生に日本語を教えています。

毎日、現地の子どもたちと関わるという、私にとってはとても貴重な経験をさせてい

ただいています。子どもたちと一緒に、残りの留学生活をさらに充実させていきたい

です。ではまた来月の報告書で！ 


